
8080

T
V
出
演
も
多
数
、
財
務
省
「
地
震
保
険

制
度
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
委

員
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
相
談
現

場
で
の
事
例
や
助
言
の
対
応
に
つ
い
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
概
要

ま
ず
前
段
と
し
て
、「
私
た
ち
の
暮
ら
し
の

環
境
変
化
」「
マ
ネ
ー
行
動
」の
4
つ
の
柱（
働

く
・
貯
め
る
・
増
や
す
・
減
ら
さ
な
い
）、「
望

む
く
ら
し
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
私
た

ち
の
暮
ら
し
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
は

あ
く
ま
で
も
人
生
プ
ラ
ン
の
実
現
の
裏
づ
け

で
あ
り
、
手
段
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
に
お
い
て
は
、「
1　

相
談
者
の

現
状
を
把
握
す
る
」「
2　

相
談
者
の
よ
く

あ
る
相
談
に
答
え
る
」
と
い
う
2
つ
の
テ
ー
マ

で
、
実
際
の
相
談
事
例
の
内
容
お
よ
び
ア
ド

バ
イ
ス
時
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
1 

相
談
者
の
現
状
を
把
握
す
る
」
の
テ
ー
マ

●
顧
客
の
現
状
把
握
を
す
る

・
ま
ず
は
、
年
間
の
手
取
り
収
入
と
年

平
成
24
年
9
月
7
日
（
金
）、
ホ
テ
ル
ル

ポ
ー
ル
麹
町
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
）

に
て
「
平
成
24
年
度
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業

務
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
対
象
者
は
、
地
方
公

共
団
体
、
共
済
組
合
等
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相

談
員
お
よ
び
相
談
業
務
担
当
者
で
す
。
参
加

者
の
相
談
技
法
の
向
上
や
専
門
知
識
の
習
得

な
ど
に
よ
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
相
談
業
務
の
充

実
、
ま
た
、
参
加
者
相
互
の
情
報
交
換
等
に

よ
る
相
互
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ

る
「
家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る
相
談
事
例
と

傾
向
に
つ
い
て
」
の
講
演
、
相
談
業
務
の
基

礎
知
識
と
技
法
に
関
す
る
実
習
、
そ
れ
に
加

え
、
共
済
年
金
制
度
の
概
要
に
関
す
る
講
演

と
い
う
構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

各
講
演
の
紹
介

講
演
「
家
庭
経
済
設
計
に
関
す
る

相
談
事
例
と
傾
向
に
つ
い
て
」

株
式
会
社　

生
活
設
計
塾
ク
ル
ー

取
締
役　

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

　

清
水　

香
氏

午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
清
水
香
氏
に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
清
水
氏
は
、
一
般
向
け
の
相

談
業
務
の
ほ
か
、
執
筆
活
動
、
企
業
・
自
治

体
等
で
の
講
演
活
動
も
幅
広
く
展
開
さ
れ
、

間
の
総
支
出
の
把
握
か
ら
始
め
る
。

・
相
談
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
際
に
は
、
年

収
が
同
じ
で
も
税
金
や
社
会
保
険
料
が
増

え
て
手
取
り
収
入
が
減
っ
て
い
る
現
状
の

話
も
含
め
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
よ
い
。

・
1
年
間
の
「
収
支
決
算
」
を
作
成
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
現
状
を
把

握
し
、
家
計
の
健
全
度
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

◆
ま
と
め

・
相
談
者
の
価
値
観
や
置
か
れ
た
状
況
に
よ

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
は
大
き
く
か
わ
る
。

・
手
取
り
収
入
の
把
握
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
初
め
の
一
歩
。

・
家
計
は
1
年
単
位
で
把
握
す
る
。
大
き
な

買
い
物
の
と
き
は
、
事
前
に
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
を
作
成
す
る
と
よ
い
。

「
2 

相
談
者
の
よ
く
あ
る
相
談
に
答
え
る
」
の

テ
ー
マ

以
下
の
と
お
り
、
年
金
給
付
、
住
宅
ロ
ー

ン
、
生
命
保
険
、
損
害
保
険
、
地
震
保
険
、

医
療
保
障
な
ど
講
師
が
日
頃
か
ら
相
談
を
受

け
る
内
容
に
つ
い
て
1
つ
ず
つ
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

●
退
職
後
の
生
活
資
金
と
し
て
の
年
金
給
付

の
把
握
と
理
解

●
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
と
ロ
ー
ン
に
関
し
て

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
を
忘
れ
な
い
。
60
歳

時
の
ロ
ー
ン
残
高
は
必
ず
確
認
が
必
要
。

●
生
命
保
険
に
入
り
す
ぎ
て
い
な
い
か
。

・
既
に
あ
る
保
障
（
公
的
な
保
障
）
を
確
認

「平成24 年度 ライフプラン相談業務セミナー」
を開催しました！

清水　香氏
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し
た
う
え
で
、
必
要
な
保
障
額
を
考
え
る

と
無
駄
な
く
保
障
が
得
ら
れ
る
。

・
人
に
対
す
る
公
的
保
障
は
充
実
し
て
い
る

が
、
物
に
対
す
る
公
的
補
償
は
限
定
さ
れ

て
い
る
。

・
リ
ス
ク
の
度
合
い
に
応
じ
て
優
先
順
位
を

決
め
る
と
、
必
要
最
小
限
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

●
災
害
時
の
「
住
ま
い
」
問
題
は
過
小
評
価

さ
れ
て
い
る

・
持
ち
家
と
賃
貸
の
リ
ス
ク
の
違
い

・
地
震
保
険
の
役
割
に
つ
い
て
（
保
険
金
は

再
建
の
た
め
の
準
備
金
）

●
死
亡
保
障
に
つ
い
て

・
ま
ず
は
遺
族
年
金
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
死
亡
時
に
受
け
取
る
「
一
時

金
」・「
定
期
金
」
も
必
ず
確
認
。
そ
の
う

え
で
、
足
り
な
い
部
分
を
出
来
る
限
り
割

安
な
商
品
を
使
っ
て
備
え
る
。

●
貯
蓄
型
保
険
は
こ
う
見
直
す

●
医
療
保
障
を
考
え
る

・
公
的
医
療
保
険
制
度
と
は

・
高
額
療
養
費
を
考
え
る

・
入
院
時
の
医
療
費
以
外
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て

・
保
険
外
診
療
の
「
先
進
医
療
」
の
実
態

◆
ま
と
め

・
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
大
逆
転
す
る
よ
う
な
「
ウ

ル
ト
ラ
C
」
は
な
い
。

・
お
金
を
増
や
し
に
く
い
時
代
、「
い
か
に
減

ら
さ
な
い
か
」
が
ポ
イ
ン
ト
。

・
公
的
保
障
、
共
済
組
合
に
よ
る
保

障
の
存
在
に
、
多
く
の
人
は
気
づ
い
て

い
な
い
。

・
保
険
に
入
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
問

題
は
限
ら
れ
て
い
る
。
家
庭
に
及
ぼ

す
ダ
メ
ー
ジ
の
度
合
い
を
見
極
め
て
上

手
に
使
う
提
案
を
す
る
。

講
義
と
演
習

「
相
談
員
業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法
」

　

株
式
会
社
パ
ト
ス　

講
師平

野
慶
子
氏

午
後
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
株

式
会
社
パ
ト
ス　

平
野
慶
子
氏
に
よ
る

「
相
談
員
業
務
の
基
礎
知
識
と
技
法
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
談
員
と
し
て
の

マ
イ
ン
ド
と
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
に
「
コ
ー

チ
ン
グ
」「
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
の
項
目
に
分

け
て
2
時
間
半
に
凝
縮
し
、
ペ
ア
実
習
を
踏

ま
え
て
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

●
各
相
談
ス
キ
ル
の
違
い

す
べ
て
の
ベ
ー
ス
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
は
、
相
手
の
話
を
し
っ

か
り
聴
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

コ
ー
チ
ン
グ
…
相
手
が
あ
る
程
度
高
い
意

欲
を
も
っ
て
相
談
に
訪
れ
た
時
に
必
要
と
な

る
ス
キ
ル
。「
訊
く
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、
質

問
形
式
の
関
わ
り
方
を
取
る
。
質
問
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
相
談
者
が
自
ら
考
え
、
答
え

を
出
し
、
目
標
を
明
確
化
で
き
、
す
ぐ
に
で

も
行
動
に
移
せ
る
状
態
に
導
く
こ
と
」
を
目

的
と
す
る
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
…
相
談
者
が
何
ら
か
の

内
面
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
時
に
必
要
な

ス
キ
ル
。
相
手
の
話
を
「
聴
く
」
こ
と
で
相

手
を
癒
す
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
る
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
…
単
純
に
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
知
識
を
与
え
る
関
わ
り
。

●
相
談
の
プ
ロ
セ
ス

ス
テ
ッ
プ
1
…
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築

・
自
己
の
扱
い
（
相
談
者
が
話
し
や
す
い
雰

囲
気
作
り
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
3
要
素

言
葉
（
言
葉
選
び
、
話
の
内
容
）・
声
（
声

の
抑
揚
、ス
ピ
ー
ド
、ト
ー
ン
）・
身
体
（
表

情
・
目
の
輝
き
、
身
振
り
な
ど
）
の
3
つ

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
合
わ
せ
る

・
相
手
へ
の
関
心
、
洞
察
力
（
深
く
聞
く
べ
き

点
や
心
配
す
べ
き
点
を
集
中
し
て
読
み
取
る
）

ス
テ
ッ
プ
2
…
問
題
の
共
有
化

・
傾
聴
力
（
相
談
に
訪
れ
た
目
的
を
確
認
・

共
有
す
る
）

ス
テ
ッ
プ
3
…
解
決
へ
の
支
援

・
具
体
的
行
動
策
の
提
示
（
相
談
者
自
身
に

解
決
策
を
考
え
さ
せ
、目
標
設
定
を
さ
せ
る
）

●
積
極
的
傾
聴

基
本
的
考
え
方
と
し
て
は
、「
聴
く
（
言

葉
だ
け
で
な
く
、
そ
の
奥
の
真
意
を
聴
く
）」

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ま
ず
、
相
手
を
理
解

し
よ
う
と
い
う
目
的
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
相
手

の
話
を
し
っ
か
り
と
聴
き
、
問
題
点
の
共
有

化
し
、
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
（
受
容
と
共
感

的
理
解
）。

●
事
例
研
究
①
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

「
定
年
後
の
人
生
設
計
に
不
安
」
と
い
う

事
例
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
ペ
ア

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
の
内
的
問
題
を

引
き
出
せ
て
、
受
容
と
共
感
的
理
解
が
で
き

平野慶子氏

平成24年度ライフプラン相談業務セミナー日程表
会場　ルポール麹町

  9:30〜10:00 受付開始
10:00〜10:05 開講挨拶

一般財団法人地域社会ライフプラン協会　
　常務理事　廿日岩信次　

10:05〜10:15 オリエンテーション 
10:15〜11:45

（1時間30分）
講演
演題：「家庭経済設計に関する相談事例と傾向について」
講師：株式会社生活設計塾クルー　
　取締役ファイナンシャルプランナー　清水香氏

11:45〜12:45 昼食･休憩
12:45〜15:15

（2時間30分）
講義と演習
演題：「相談員業務の基礎知識と技法」
講師：株式会社パトス　平野慶子氏 

15:15〜1530 休憩
15:30〜16:30

（1時間）
講演
演題：「共済年金に関する概要について」
講師：地方職員共済組合　年金相談室長　横山泰仁氏

16:30〜 閉会、アンケート記入後解散
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ッ
チ
し
た
相
談
対
応
な
ど
、
多
く
の
参
加
者

に
と
っ
て
他
で
は
得
が
た
い
、
価
値
あ
る
情

報
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

午
後
の
1
つ
目
の
コ
マ
は
、
相
談
技
法
に

つ
い
て
の
演
習
で
し
た
。
例
年
、
実
施
し
て

お
り
、
参
加
者
か
ら
は
実
技
で
学
べ
る
と
い

う
こ
と
で
好
評
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
2
つ
目
の
コ
マ
は
、
共
済
年
金
に

関
す
る
講
演
で
し
た
。
今
回
は
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
相
談
業
務
に
は
か
か
せ
な
い
知
識
の
ひ

と
つ
で
あ
る
共
済
年
金
制
度
に
つ
い
て
基
礎

的
な
内
容
か
ら
確
認
し
て
い
た
だ
く
目
的
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
お
い
て
も
7
割
の
方
が
「
非
常
に
役

立
っ
た
」
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
相
談
業
務
に
お
い
て
年
金
制
度
は
か
か

せ
な
い
項
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
金
制
度

理
解
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
27
名
で
し
た
。

今
回
も
少
人
数
な
ら
で
は
の
、
講
師
と
参
加

者
と
の
距
離
が
近
く
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

能
動
的
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
臨
め
る
セ
ミ
ナ

ー
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
全
国
の
相
談
業
務
担
当
者
に
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
充
実

し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

協
会
職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

た
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
と
の
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

●
事
例
研
究
②
（
コ
ー
チ
ン
グ
）

「
メ
タ
ボ
対
策
」
と
い
う
事
例
で
、
コ
ー
チ

ン
グ
に
つ
い
て
の
ペ
ア
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

目
的
を
明
確
化
し
、
現
状
を
洗
い
出
し
、
複

数
の
解
決
策
を
相
談
者
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

を
心
掛
け
て
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。

◆
ま
と
め

ま
ず
相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
一
番
大
切
な
こ
と
が
、
相
手
の
話
を
よ
く

聴
く
こ
と
で
あ
る
。
相
槌
を
う
っ
た
り
、
相

手
の
話
を
復
唱
し
た
り
、
話
し
や
す
い
環
境

を
作
り
、
さ
ら
に
、
共
感
的
理
解
を
示
し
、

信
頼
関
係
を
築
い
た
う
え
で
、
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
相
手
の
自
己
成
長
の
支
援
に
つ
な
が

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

講
演

「
共
済
年
金
に
関
す
る
概
要
に
つ
い
て
」

地
方
職
員
共
済
組
合　

年
金
相
談
室
長

横
山
泰
仁
氏

昨
年
ま
で
は
、
各
参
加
者
か
ら
事
前
に
募

集
し
た
年
金
に
関
す
る
相
談
実
例
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
、
共
済
年
金
制
度
の
概
要
と
し
て
基
本

的
な
内
容
を
地
方
職
員
共
済
組
合
か
ら
横
山

泰
仁
年
金
相
談
室
長
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
概
要

当
協
会
の
刊
行
物
で
あ
る
「
く
ら
し
を
豊

か
に
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〜
わ
か
り
や
す
い
年

金
・
平
成
24
年
度
版
」
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用

し
、「
退
職
共
済
年
金
」
の
し
く
み
か
ら
次
の

項
目
を
順
に
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
「
退
職
共
済
年
金
」
の
し
く
み　

共
済
年
金
制
度
の
し
く
み
図
を
参
上
し
な

が
ら
詳
し
く
ど
う
い
う
年
金
が
支
給
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
年
金
一
元
化
の
現
状
に
つ
い

て
一
部
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。（
平
成
27
年
10

月
以
降
に
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
す
る
方
以

降
職
域
加
算
部
分
が
な
く
な
る
）

②
支
給
開
始
年
齢　

支
給
開
始
年
齢
が
年
齢
に
よ
っ
て
段
階
的

に
異
な
る
。

③
65
歳
に
達
す
る
前
に
支
給
さ
れ
る
「
特
例

支
給
の
退
職
共
済
年
金
」

支
給
要
件
、
受
給
資
格
期
間
、
特
例
支

給
の
退
職
共
済
年
金
に
つ
い
て
年
金
額
の
違

い
、
加
給
年
金
額
に
つ
い
て

④
本
来
支
給
の
退
職
共
済
年
金
（
65
歳
か
ら

の
年
金
）
に
つ
い
て　

支
給
要
件
（
平
成
27
年
か
ら
は
組
合
期
間

等
が
25
年
以
上
か
ら
10
年
以
上
に
か
わ
る
）、

年
金
額
（
経
過
的
加
算
と
は
、
加
給
年
金

額
と
は
）
に
つ
い
て

⑤
退
職
共
済
年
金
の
在
職
中
の
一
部
支
給

⑥
退
職
後
の
所
得
に
よ
る
支
給
制
限　

⑦
障
害
共
済
年
金

支
給
要
件
（
組
合
員
で
あ
る
間
に
負
っ
た

傷
病
に
よ
る
も
の
が
対
象
）、
年
金
額
、
一
時

金
、在
職
中
支
給
停
止
（
在
職
中
の
場
合
は
、

障
害
共
済
年
金
の
支
給
は
停
止
さ
れ
、
障
害

基
礎
年
金
の
み
支
給
さ
れ
る
）
に
つ
い
て

⑧
遺
族
共
済
年
金

支
給
要
件
、
遺
族
の
範
囲
、
年
金
額
（
中

高
齢
寡
婦
加
算
と
は
）
に
つ
い
て

以
上
の
と
お
り
、
地
方
公
務
員
に
は
、
ど

う
い
う
年
金
制
度
が
あ
り
、
給
付
の
し
く
み
、

給
付
の
要
件
、
特
例
の
制
度
に
つ
い
て
図
等

を
参
上
し
な
が
ら
基
礎
的
知
識
を
詳
し
く
わ

か
り
や
す
い
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

午
前
の
部
で
は
、
家
庭
経
済
に
関
す
る
相

談
業
務
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
の
当
協
会

主
催
の
「
基
礎
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て

も
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
清
水
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

顧
客
と
の
経
験
を
も
と
に
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
演
に
お
い
て
は
、
相
談
に
応
じ
る
際
で

の
注
意
点
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
際

の
考
え
方
、
年
金
、
住
宅
、
保
険
な
ど
の
局

面
に
分
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
一
般
的

な
内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
方
公
務
員
に
マ

横山泰仁氏


